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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第３四半期累計期間
第45期

第３四半期累計期間
第44期

会計期間
自平成28年２月１日
至平成28年10月31日

自平成29年２月１日
至平成29年10月31日

自平成28年２月１日
至平成29年１月31日

売上高 （千円） 2,648,370 2,920,970 4,182,382

経常利益 （千円） 184,972 216,870 404,357

四半期（当期）純利益 （千円） 122,957 150,731 271,117

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 412,505 417,017 412,505

発行済株式総数 （株） 2,768,400 8,353,200 2,768,400

純資産額 （千円） 2,035,164 2,219,657 2,183,324

総資産額 （千円） 3,243,096 3,423,404 4,222,622

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 14.93 18.12 32.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 14.70 18.02 32.70

１株当たり配当額 （円） 10.00 5.00 40.00

自己資本比率 （％） 62.8 64.8 51.7

 

回次
第44期

第３四半期会計期間
第45期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成28年８月１日
至平成28年10月31日

自平成29年８月１日
至平成29年10月31日

１株当たり四半期純損失

金額(△)又は１株当たり

四半期純利益金額

（円） △3.70 4.80

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額および潜在株式調整後

１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりますが、第44期第３

四半期累計期間および第44期の１株当たり配当額については、当該株式分割前の配当額で記載しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

当第３四半期累計期間における経済状況は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなかで政府の各種政策の効果

もあって景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、海外経済の不確実性や金融市場の変動による影響

も懸念され、依然として先行きの不透明な状況が続いております。

当社の属する建設業界においては、建設技能労働者の慢性的な人手不足による労務単価の上昇等の不安材料は残る

ものの、企業収益改善による民間設備投資の持ち直しや、公共投資の底堅さなどにより堅調に推移しております。

また、プラント解体分野においては、高度経済成長期より積み上がった資本ストックの老朽化に伴う改修・解体工

事の増加、企業の再編・海外移転等に伴うリストラクチャリングの増加、また、産業競争力強化、エネルギー供給構

造高度化等の政府の各種政策も後押しとなり、企業の設備投資増加に伴う解体工事案件は堅調に推移しております。

このような状況のもと、当第３四半期累計期間の業績につきましては、工事の完成が堅調に推移した結果、当第３

四半期累計期間の売上高は2,920,970千円（前年同期比10.3％増）となりました。利益面におきましては、人材採用

等の先行投資による販売費及び一般管理費の増加や営業外費用において東京証券取引所市場第一部上場に伴う株式公

開費用の計上などはあるものの、前年同期を上回り、営業利益は229,829千円（同27.8％増）、経常利益は216,870千

円（同17.2％増）、四半期純利益は150,731千円（同22.6％増）となりました。

 

(2)財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期会計期間末の資産合計は3,423,404千円となり、前事業年度末に比べ799,217千円の減少となりまし

た。これは、未成工事支出金が316,521千円減少、完成工事未収入金が209,352千円減少、現金預金が183,172千円減

少したこと等が要因であります。

 

（負債）

　当第３四半期会計期間末の負債合計は1,203,747千円となり、前事業年度末に比べ835,550千円の減少となりまし

た。これは工事未払金が477,137円減少、1年内償還予定の社債が100,000千円減少、未成工事受入金が83,987千円減

少、未払法人税等が82,199千円減少、短期借入金が50,000千円減少したこと等が要因であります。

 

（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産合計は2,219,657千円となり、前事業年度末に比べ36,332千円増加となりまし

た。これは、主に利益剰余金が26,045千円増加したことが要因であります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業上および財務上の対処すべき課題はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は5,724千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

ベステラ株式会社(E31731)

四半期報告書

 3/13



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,600,000

計 21,600,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年12月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,353,200 8,353,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株

であります。

計 8,353,200 8,353,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年８月１日～

平成29年10月31日（注）
26,400 8,353,200 2,481 417,017 2,481 377,987

（注）　新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年10月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

8,324,000
83,240 －

単元未満株式
普通株式

2,800
－ －

発行済株式総数 8,326,800 － －

総株主の議決権 － 83,240 －

（注）新株予約権の行使による新株式の発行26,400株により、当第３四半期会計期間末における発行済株式総数は

8,353,200株となっております。

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年８月１日から平成29年

10月31日まで)および第３四半期累計期間(平成29年２月１日から平成29年10月31日まで)に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成29年１月31日）
当第３四半期会計期間
（平成29年10月31日）

資産の部   

流動資産   

現金預金 702,153 518,980

受取手形及び売掛金 48,525 18,172

電子記録債権 253,194 218,813

完成工事未収入金 2,195,146 1,985,794

未成工事支出金 496,235 179,713

貯蔵品 5,035 4,070

未収還付法人税等 － 48,192

その他 115,016 60,708

貸倒引当金 △2,520 △2,243

流動資産合計 3,812,787 3,032,202

固定資産   

有形固定資産 351,090 333,054

無形固定資産 16,246 12,722

投資その他の資産   

その他 43,677 46,604

貸倒引当金 △1,180 △1,180

投資その他の資産合計 42,497 45,424

固定資産合計 409,835 391,202

資産合計 4,222,622 3,423,404

負債の部   

流動負債   

工事未払金 942,776 465,638

短期借入金 550,000 500,000

1年内償還予定の社債 100,000 －

未払法人税等 82,199 －

未成工事受入金 172,357 88,369

株主優待引当金 5,275 －

その他 145,009 105,165

流動負債合計 1,997,617 1,159,174

固定負債   

退職給付引当金 34,811 37,653

資産除去債務 3,719 3,769

その他 3,149 3,149

固定負債合計 41,680 44,572

負債合計 2,039,297 1,203,747

純資産の部   

株主資本   

資本金 412,505 417,017

資本剰余金 373,475 377,987

利益剰余金 1,397,344 1,423,389

株主資本合計 2,183,324 2,218,394

新株予約権 － 1,263

純資産合計 2,183,324 2,219,657

負債純資産合計 4,222,622 3,423,404
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期累計期間
(自　平成28年２月１日
　至　平成28年10月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　平成29年２月１日
　至　平成29年10月31日)

売上高   

完成工事高 2,598,562 2,869,316

兼業事業売上高 49,808 51,654

売上高合計 2,648,370 2,920,970

売上原価   

完成工事原価 2,111,390 2,307,045

兼業事業売上原価 27,624 34,596

売上原価合計 2,139,014 2,341,641

売上総利益   

完成工事総利益 487,171 562,270

兼業事業総利益 22,184 17,058

売上総利益合計 509,355 579,328

販売費及び一般管理費 329,572 349,499

営業利益 179,783 229,829

営業外収益   

不動産賃貸料 8,089 8,089

受取遅延損害金 － 3,000

その他 3,180 1,621

営業外収益合計 11,269 12,710

営業外費用   

支払手数料 1,001 2,804

不動産賃貸費用 3,296 3,341

株式公開費用 － 17,485

その他 1,782 2,038

営業外費用合計 6,081 25,669

経常利益 184,972 216,870

税引前四半期純利益 184,972 216,870

法人税、住民税及び事業税 37,914 26,152

法人税等調整額 24,099 39,986

法人税等合計 62,014 66,138

四半期純利益 122,957 150,731
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【注記事項】

(追加情報)

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期会計期間から適用しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年10月31日）

減価償却費 27,633千円 24,709千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年10月31日）

１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月21日
定時株主総会

普通株式 122,832 90 平成28年１月31日 平成28年４月22日 利益剰余金

平成28年９月９日
取締役会

普通株式 27,534 10 平成28年７月31日 平成28年10月14日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

３　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

１　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月26日
定時株主総会

普通株式 83,052 30 平成29年１月31日 平成29年４月27日 利益剰余金

平成29年９月８日
取締役会

普通株式 41,634 5 平成29年７月31日 平成29年10月16日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　　該当事項はありません。

 

３　株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成28年２月１日　至　平成28年10月31日）

１　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

プラント解体
事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 2,598,562 2,598,562 49,808 2,648,370

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
－ － － －

計 2,598,562 2,598,562 49,808 2,648,370

セグメント利益 487,171 487,171 22,184 509,355

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービスを含んでおりま

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２　報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 487,171

「その他」の区分の利益 22,184

販売費及び一般管理費 △329,572

四半期損益計算書の営業利益 179,783

 

　Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成29年２月１日　至　平成29年10月31日）

１　報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

プラント解体
事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 2,869,316 2,869,316 51,654 2,920,970

セグメント間の内部売上高ま

たは振替高
－ － － －

計 2,869,316 2,869,316 51,654 2,920,970

セグメント利益 562,270 562,270 17,058 579,328

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人材サービスを含んでおりま

す。

２　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２　報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 562,270

「その他」の区分の利益 17,058

販売費及び一般管理費 △349,499

四半期損益計算書の営業利益 229,829
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成28年２月１日
至　平成28年10月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成29年２月１日
至　平成29年10月31日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 14円93銭 18円12銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 122,957 150,731

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 122,957 150,731

普通株式の期中平均株式数（株） 8,235,165 8,317,684

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円70銭 18円2銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 127,509 46,666

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）　当社は、平成29年２月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

２【その他】

　第45期（平成29年２月１日から平成30年１月31日まで）中間配当について、平成29年９月８日開催の取締役会に

おいて、平成29年７月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　41,634千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 5円00銭

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日　平成29年10月16日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成29年12月15日

ベステラ株式会社

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅野　俊治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小泉　淳　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

るベステラ株式会社の平成29年２月１日から平成30年１月31日までの第45期事業年度の第３四半期会計

期間（平成29年８月１日から平成29年10月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年２月１日から

平成29年10月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して

四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ベステラ株式会社の平成29年10月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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